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主 な 記 事 -=

！ ＊ 平成18年度教育委員会予算

！ ＊ 教育委員紹介・教育委員会組織図

＊ 運動会日程

＊ 千代田区次世代育成手当

＊ 子どもの安全安心対策
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わくわく・ドキドキ。

今日から 1年生 先生やたくさんの

お友達と 、仲良く楽しく過ごしたい

と思います。 （富士見小学校）
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「
火
災
情
報
や
避
難
情
報
等
、
災
害
に
関
す

る
情
報
」
、
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に
関

す
る
情
報
」
を
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
に
よ

り
、
申
し
込
ま
れ
た
方
に
情
報
を
メ
ー
ル
で
配

信
し
ま
す
。

（
仮
称
）
安
全
•
安
心
メ
ー
ル
【
新
規
】

6
3
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の

I
T

障
害
を
も
つ
児
童
•
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
十

分
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。多

様
化
す
る
心
身
障
害
教
育
へ
対
応
す
る
た

め
、
校
内
体
制
の
充
実
や
学
級
担
任
の
専
門
性

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

親
子
で
学
ぶ
「
心
の
教
育
」
に
関
す
る
教
室

【
新
規
】

1
2
1
万
円

ち
よ
だ
ま
ち
か
ど
見
守
り
隊
【
新
規
】

8
6
8
万
円

特
別
支
援
教
育
の
推
進
【
新
規
】

4
1
3
万
円

間
や
課
外
の
体
験
的
な
教
育
活
動
に
お
い
て
、

N
P
O
法
人
や
企
業
、
教
育
機
関
が
集
積
す
る

千
代
田
区
な
ら
で
は
の
特
色
を
生
か
し
、
地
域

の
人
材
や
専
門
家
等
を
指
導
者
と
し
て
迎
え
た

り、

N
P
O
法
人
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
実

社
会
と
連
携
し
た
体
験
的
な
学
習
を
実
施
し
、

学
習
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
 

平
成

18
年
4
月
に
「
千
代
田
区
立
九
段
中
等

教
育
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

6
年
間
の
中
高
一
貰
教
育
を
行
う
区
立
唯
一

の
学
校
で
す
。
6
年
間
の
一
貰
教
育
に
よ
り
、

高
い
志
を
持
ち
、
将
来
・
進
路
を
自
己
決
定
で

き
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
、
確
か
な
学
力
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

を
め
ざ
し
、
区
内
の
豊
か
な
教
育
資
源
を
活
用

※
 

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
英
語
教
育
を
徹
底
し
、
大
学
進
学
と

そ
の
先
の
進
路
を
見
据
え
た
多
様
な
学
習
方
法

（
九
段
メ
ソ
ッ
ド
）
を
取
り
入
れ
、
大
胆
な
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

区
立
九
段
中
等
教
育
学
校
の
開
校
【
新
規
】

2
億

2
3
4
9
万
円

特
色
あ
る
中
学
校
づ
く
り
【
拡
充
】

2
5
5
5
万
円

九
段
中
等
教
育
学
校
が
開

ま
す

幼
児
期
か
ら
中
等
教
育
ま
で
の
教
育
環
境
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造

力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
と
、
歴
史
や
文
化
の

継
承
・
活
用
を
進
め
ま
す

型
中
学
校
の
特
色
化
に
取

み
ま
す

総
額

3
0億
7
5
3
7
万
円

※

キ
ャ
リ
ア
教
育

望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
身
に
付
け
、
自
ら
の

意
思
と
責
任
で
進
路
を
選
択
・
決
定
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
教
育
で
す
。

区
立
中
等
教
育
学
校
の
開
校
と
と
も
に
、
在

来
校
の
充
実
と
特
色
あ
る
魅
力
的
な
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

麹
町
中
学
校
は
、
「
進
路
指
導
•
国
際
理
解

教
育
特
別
推
進
校
」
、
神
田

一
橋
中
学
校
は
、

「地
域
に
開
か
れ
た
教
育
活
動
・
情
報
教
育
特

別
推
進
校
」
と
し
て
、

18
年
度
は
さ
ら
な
る
特

色
化
を
図
り
、
両
校
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

教
育
内
容
の
充
実
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
人
講
師
等
【
継
続
】

1
4
7
3
万
円

区
立
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
外
国
人

講
師
を
派
遣
し
、
国
際
性
豊
か
な
児
童
•
生
徒

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
実
際
に
活
用

ツ
ー
ル
が
普
及
し
、
子
ど
も
の
生
活
の
中
に
も

深
く
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

情
報
の
入
手
等
の
有
用
性
を
も
つ
半
面
、
メ
ー

ル
の
や
り
取
り
が
原
因
と
な
っ
た
子
ど
も
同
士

の
殺
傷
事
件
な
ど
、

I
T
が
有
す
る
「
光
」
と

「
陰
」
の
二
面
性
を
子
ど
も
に
理
解
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
も
理
解
が

不
足
し
て
い
て
子
ど
も
へ
の
教
育
が
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
区
立

小
・
中
学
校
全
校
で
児
童

•
生
徒
と
そ
の
保
護

者
全
員
を
対
象
と
し
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
等
を

学
校
公
開
日
等
、
保
護
者
が
学
校
に
集
ま
る
機

会
を
活
用
し
、
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
安
全
で
安
心
な

地
域
社
会
を
め
ざ
す
た
め
に
、
地
域
や

P
T
A

と
の
連
携
の
も
と
、
子
ど
も
の
登
下
校
時
を
中

心
と
し
た
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま

す
。

平
成
18年
度

教
育
予
算

老
朽
化
し
た
小
学
校
（
幼
稚
園
）
・
中
学
校
の

学
校
施
設
整
備
の
推
進
【
新
規
】2

6
5
6
万
円

（
仮
称
）
富
士
見
こ
ど
も
施
設
整
備
【
継
続
】

9
7
4
万
円

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み

児
童
•
生
徒
が
週
2
日
の
休
み
を
有
意
義
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

様
々
な
活
動
や
体
験
学
習
の
場
・
機
会
の
整
備

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校
に
お
け
る
土

曜
日
の
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

基
礎
学
力
向
上
プ
ラ
ン
【
拡
充
】2

0
4
5
万
円

児
童
•
生
徒
の
基
礎
的
な
学
力
の
定
着
を
図

※
 

る
た
め
、
少
人
数
指
導
・
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
や
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
を
4
校

か
ら
5
校
の
実
施
に
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、

全
小

・
中
学
校
に
お
い
て
、
基
礎
学

カ
の
達
成
度
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
集
計
・
分

析
を
行
う
と
と
も
に
学
校
の
主
体
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
達
成
率
8
0
％
を
め
ざ
し
て
指
導
の

改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

※

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

複
数
の
教
員
が
協
力
し
て
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
例

え
ば

、

主
に
授
業
を
進
め
る
先
生
と
児
童
•
生
徒
に
個

別
に
対
応
す
る
先
生
が
役
割
分
担
を
し
て
、
子
ど
も
た

富
士
見
小
学
校

・
幼
稚
園
の
改
築
に
際
し

て
、
地
域
の
人
々
に
開
放
し
て
い
く
こ
と
を
前

提
に
、
0
歳
か
ら

18
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
と

※
 

し
た
『
総
合
こ
ど
も
施
設
』
を

P
F
I
方
式
に
よ

り
整
備
し
ま
す
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
お
い
て
児
童

を
総
合
的
に
育
み
、
の
び
の
び
と
健
や
か
な
子

ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
と
い
う
観
点
と
と
も

に
、
「
地
域
活
性
化
機
能
」
の
視
点
を
踏
ま
え
ま

す
。
ま
た
、
「
小
学
校
」
、

「
こ
ど
も
園
」
、
「
児

童
健
全
育
成
機
能
」
を

一
体
的
に
計
画
す
る
こ

と
に
よ
り
、
施
設
全
体
で
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
自
治
体
と
し
て
は

前
例
の
な
い
、
新
た
な
形
の
『
総
合
こ
ど
も
施

設
』
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

※

P
Fー

「

P
F
_
(
P
ri

v
at

e
Fi

n
a
n
c
e
 Ini

t

i

ati
v
e
 :
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
」

と
は
、
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を

民
問
の
資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し

て
行
う
新
し
い
手
法
で
す
。

f：
家
庭
・
学
校
が
連
携
し

て
、
良
好
な
教
育
環
境
を
つ
く

す

土
曜
ス
ク
ー
ル
【
継
続
】

1
4
0
3
万
円

で
き
る
英
語
能
力
を
蓑
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

学
校
備
品
類
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
•
更

新
【
新
規
】

5
8
0
万
円

緊
急
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
【
継
続
】

1
億

4
6
0
4
万
円

ち
の
個
別
の
課
題
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
く
行
き
届
い

た
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。

自
ら
学
ぶ
意
欲
や
主
体
的
に
学
ぶ
な
ど
、
生

き
る
力
を
育
む
教
育
活
動
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
地
域
や
幼
児
・
児
童
•
生
徒
の
要
望
・
実

態
に
応
じ
て
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
（
園
）
長
の
提
案
内
容
を
教
育
委
員
会
事

務
局
が
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
決
定
さ

れ
た
事
業
に
対
し
て
、
予
算
を
重
点
的
に
配
分

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
協
力
型
事
業
【
継
続
】

9
7
7
万
円

2
1
世
紀
の
地
域
：
社
会
を
担
う
児
童
•
生
徒

に
必
要
な
資
質
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
各
学
校
が
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
、
各
教
科
を
は
じ
め
、
総
合
的
な
学
習
の
時

学
校
施
設
の
改
築
・
改
修
等
整
備
を
、
耐
捉
調

査
を
含
め
た
整
備
検
討
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の

一
層
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

施
設
改
修
等
（
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
・
中
等

教
育
学
校
）
【
継
続
】

3
億

9
5
4
2
万
円

学
校
の
教
育
環
境
整
備
の
た
め
、
校
庭
整
備
、

電
気
錠
設
置
、
厨
房
改
修
等
の
工
事
を
行
い
ま

す
。児

童
•
生
徒
の
健
康
を
守
る
観
点
か
ら
、
学

校
施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
の
エ

事
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。

児
童

•

生
徒
の
健
康
を
守
る
観
点
か
ら
、
学

校
施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
備

品
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
表
面
の
傷
や
剥
が
れ
、

破
損
等
に
よ
り
基
材
部
分
が
露
出
し
て
い
る
も

学
校
活
性
化
支
援
事
業
【
継
続
】2

0
0
0
万
円

3
 

2
 ／ 



教
育
委
員
（
教
育
長
）若

林

尚

夫

教
育
委
員

教
育
委
員

教
育
委
員
長

影

山

純

子

“
 
福

澤

武

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

堀

口

雅

子

近

藤

明

義

新
図
書
館
整
備
【
新
規
】

1
4
6
5
万
円

文
化

・
情
報
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
区
役
所

の
新
庁
舎
に
開
館
す
る
新
千
代
田
図
書
館
の
移

転
整
備
を
進
め
ま
す
。
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

と
し
て
、
各
種
外
部
情
報
瀕
の
利
用
を
可
能
に

す
る
シ
ス
テ
ム
機
能
の
付
加
に
よ
り
神
保
町
古

書
店
街
そ
の
他
の
地
域
情
報
の
窓
口
と
な
る
千

代
田
区
情
報
ポ
ー
タ
ル
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る

※
 レ

フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

情
報
や
資
料
を
求
め
て
い
る
利
用
者
に
対
し
て
、
図

書
館
員
が
質
問
に
回
答
し
た
り
、
調
査
用
の
資
料
を
整

え
て
要
求
に
こ
た
え
た
り
す
る
活
動
。

3
月
3
1
日
付
で
教
育
委
員
会
は
左
記
の
構
成
に
な
り
ま

し
た
。
千
代
田
区
に
お
け
る
多
く
の
教
育
課
題
に

一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

毯
書
館
の
整
備
と
文
化
遺
産

の
存
・
継
承
・
活
用
を
図
り

の
に
つ
い
て
、
直
ち
に
更
新
す
る
こ
と
で
、
安

全
か
つ
安
心
な
教
育
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

教
職
員
の
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
が

1
人
1
台
体

制
に
完
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
職
員
室
、
校
長

室
、
事
務
室
、
保
健
室
を

L
A
N
（
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
で
結
び
、
教
材
づ
く
り
や
教
務
等
の
日

常
業
務
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

職
員
室
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
（
小
・
中
学
校
）

【
継
続
】

1
4
5
8
万
円

新
図
書
館
資
料
収
集
【
継
続
】

平成18年4月1日現在

教育委員会 教育総務課

学校運営課

敦育委員会、庶務事務、教育財産の管理、私学関係、

事業芭制予算、職員の人事・研修、学校ISO、学校施設

の改築・整備、教育現境整備の計画・調整・調査研究

学校運営予算の執行及び経理、学校施設維持管

理、就学事務•学級編制、学校保健、食育・学校

給食

教育指導課

学校の教育指導、連合行事、教員の人事・給

与•福利厚生、学校ISO, 教育課程の管理、生

活指導、校外学習、教科書採択

教育研究所
教育相談、教育に関する調査

研修

教育委員会

事務局次長

図書文化財課

一

1
1
,
L
 

研究、孝娃職員の

図書館の管理運営、文化財に関する事務、

新図書館の整備

千代田図書館

区立幼稚園 8園（いずみことも園含む）

区立小学校 8校

区立中学校 2校（神田一橋中学校通信教育課程）

区立中等教育学校 1校

（
 

1
2
6
0
万
円

新
千
代
田
図
書
館
開
館
時
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
た
め
、
蔵
書
構
築
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

※
 

新
図
書
館
で
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を

重
視
す
る
た
め
、
1
8
年
度
に
つ
い
て
は
、
古
書、

事
典
類
、
美
術
書
等
を
約
8
5
0
冊
購
入
す
る

計
画
で
す
。

内
田
文
庫
・
古
書
店
目
録
の
整
理
と
デ
ジ

タ
ル
化
【
継
続
】

6
1
3
万
円

現
在
、
千
代
田
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
外

※

※

 

部
か
ら
の
評
価
が
高
い
内
田
文
庫
と
古
書
店
目

録
（
反
町
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
保
存
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
利
用
促
進
の
た
め
の
広
報
を

積
極
的
に
行
う
た
め
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
な
ど
、
本
来
の
資
料
価
値
を
反
映
し

た
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
千

代
田
図
書
館
の
特
色
あ
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

※
内
田
文
庫

神
田
駿
河
台
出
身
の
逓
信
官
僚
・
台
湾
総
督
を
つ
と

め
た
故
内
田
嘉
吉
氏
遺
族
が
、
昭
和
1
1
年
に
千
代
田
図

書
館
の
前
身
で
あ
る
駿
河
台
図
書
館
に
寄
贈
し
た
旧
蔵

書
約
1

7
、
0
0
0
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
特
に
、

航
海
記
、
旅
行
記
、
地
誌
等
1
7
、
1
8
世
紀
を
中
心
と
す

る
洋
書
貴
重
書
5
0
0
点
は
世
界
的
レ
ベ
ル
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
湾
関
係
図
書
に

つ
い
て
も
、
国
内
で
は
他
に
所
蔵
し
な
い
貴
重
な
資
料

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

江

戸

城

外

堀

跡

保

存

管

理

計

画

の

策

定

【
拡
充
】

1
0
1
9
万
円

ち
よ
だ
文
化
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

【
継
続
】

1
1
7
万
円

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定
【
新
規
】

6
0
3
万
円

※
古
書
店
目
録
（
反
町
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

著
名
な
古
書
店
主
で
あ
る
故
反
町
茂
雄
氏
が
集
め

た
、
全
国
の
古
書
販
売
目
録
約
7
、
0
0
0
点
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。
神
田
の
古
書
店
組
合
を
通
じ
て
、
平

成
8
年
に
干
代
田
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

的
に
例
が
な
い
、
日
本
近
代
の
出
版
文
化
史
研
究
上
貴

重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
発
達

・
普
及
や
子

ど
も
の
生
活
環
境
の
変
化
、
さ
ら
に
は
幼
児
期

か
ら
の
読
書
習
慣
の
未
形
成
に
よ
り
、
子
ど
も

の
「
読
書
離
れ
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書

は
、
考
え
る
力
や
豊
か
な
感
性
、
幅
広
い
知
識

を
習
得
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、

国
語
力
の
形
成
の
基
盤
と
も
な
る
重
要
な
手
段

で
す
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て

自
主
的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
を
通
じ
て
多
く
の
区

民
の
方
々
と
連
携
し
、
積
極
的
に
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
方
向
性
や
取

り
組
み
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
定
め

た
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
各
自
治

体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
環
境
に
ふ
さ

わ
し
い
形
で
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
千

代
田
区
は
旧
江
戸
城
外
郭
内
に
あ
り
、
国
特
別

史
跡
江
戸
城
跡
、
国
史
跡
江
戸
城
外
堀
跡
な
ど
、

近
世
城
郭
と
し
て
は
世
界
最
大
規
模
の
江
戸
城

に
か
か
わ
る
文
化
遺
産
が
良
好
に
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
世
界
的
な
価
値
を
も
つ
史
跡
の
保
存

と
整
備
・
活
用
を
図
る
た
め
の
計
画
を
平
成
1
9

年
度
を
目
途
に
策
定
し
ま
す
。

区
内
の
文
化
財

・
文
化
遺
産

・
文
化
資
源
等

の
価
値
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
保
存
と
の
共

存
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
・
教
育

・
観
光
施
策

と
関
連
さ
せ
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
や
公
共
施
設
な
ど
に
、
千
代
田
区
の
文

化
財
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、

区
民
の
皆
さ

ん
が
千
代
田
の
歴
史
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
し
て
い
く
「
（
仮
称
）
ま
ち
か
ど
博
物
館
」
の
推

進
や
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
区
の
貴
重
な

財
産
と
し
て
保
存
す
る
と
と
も
に
、
公
開
の
機

会
を
創
る
な
ど
、
そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
く

「
文
化
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

5
 

4
 



［千代田区次世代育成手当を創設しました！］

全国ではじめて、平成18年4月から、妊娠5ヶ月以上高校3年生まで

のすべての児童に手当を支給します。

区
立
小
・
中
・
中
等
教
育
学
校
「
道

徳
授
業
地
区
公
開
講
座
」
・
「
セ

ー
フ
テ
ィ
教
室
」
開
催
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

展
示
期
間

展
示
時
間

3
2
5
6
|
8
4
4
6
 

6
月

16
日
（
金
）
か
ら
7
月
7
日

（金）

ま
で
(

6

月

25
日
の
休
館
日

を
除
く
）

午
前
9
時
＼
午
後
7
時

た
だ
し
日
曜
日
は
午
後
5
時
ま
で

展
示
す
る
教
科
書

・
小
学
校
用
教
科
書
…
…
平
成
1
7
i

20
年
度
使
用
教
科
書

・
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
前
期
課

程
用
教
科
書
…
…
平
成
18
i
21
年

度
使
用
教
科
書

・
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
用
教
科

書
の
採
択
用
見
本

展
示
会
場

千
代
田
図
書
館
2
階
参
考
調
査
室

所
在
地

九

段
南

1
|
6
_
11

お
問
い
合
わ
せ教

育
研
究
所

6
 

千
代
田
区
教
育
委
員
会
で
は、

東
京
都
教
育

委
員
会
と
共
催
し
て
、
各
学
校
を
会
場
と
し
て、

今
年
度
も
、
「
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
」
「
セ

手当支給の目的

次代の社会を担う子どもたちのための子育て支援は、社会全体で支えていくべきものですが、

千代田区は区民に最も身近な自治体として、 率先して子育て支援に取り組み ます。子育てを応

援する多様なメニュ ーを用意し、子育てしやすい まちナンバーワンを目指します。

その第一歩として、この次世代育成手当を創設しました。すべての区民の子育てを精一杯応援

するため、所得制限も 設けておりません。医療費、教育費等お子様のための経費の何にでも充て

られる使い勝手のよい手当です。

また、これを機会に企業や事業所にも子育て家庭に対する支援策の実施を呼びかけます。

① 誕生準備手当

② 次世代育成手-'-ll

千代田区在住の妊娠5ヶ月（第16週）以上の方（請求は出産後）

千代田区在住で、 高校3学年修了前の児童(18歳に達した最初の3月31日

までの間にある者）を養育する生計中心者

① 誕生準備手当 月額5千円

② 次世代育成手当 (1)2人目までの児童

(2) 3人目からの児童

＊小学校1年生入学時から6学年修了前までは、月1千円 を加算 します。

(3万円を限度）

一人につき

一人につき

〈申請をしないと支給されません。〉

＊誕生準備手当は、 4月1日以降から受付を しており ます。

＊次世代育成手当の申請書は、 6月中旬に対象児童のいる方に送付致します。

支給の制限

5千円

1万円

特別区民税、国民健康保険料、保育園 ・幼稚園保育料等の未納がある方には、 手当が支給さ

れないことがありますので、ご注意ください。

お問い合わせ

子育て推進課 手当・医療係 電話5211-4230

平成18年度道徳授業地区公開講座開催予定

貫国会場校 ”i 開催日時

麹町小学校 平成18年11月11日（土） 午前10時10分から

九段小学校 平成18年10月27日（金） 午後 1時45分から

番町小学校 平成18年11月14日（火） 午後 1時40分から

富士見小学校 平成18年 6月17日（土） 午前10時45分から

お茶の水小学校 平成18年10月30日（月） 午後 1時50分から

千代田小学校 平成19年 2月18日（日） 午前10時40分から

昌平小学校 平成18年 6月24日（土） 午前 9時40分から

和泉小学校 平成19年 2月17日（土） 午前 8時35分から

麹町中学校 平成18年11月8日（水） 午後 1時20分から

神田一橋中学校 平成18年 9月15日（金） 午前 8時40分から

九段中等教育学校 平成18年11月4日（土） 午前11時30分から

平成18年度セーフティ教室

7月までの開催予定

． 学校名 開催日

碧町小学校 7月3日（月）．4日（火）

九段小学校 6月29日（木）

番町小学校 7月7日（金）

お茶の水小学校 6月17日（土）

千代田小学校 6月17日（土）

昌平小学校 7月11日（火）

和泉小学校 6月15日（木）

麹町中学校 7月上旬

神田一橋中学校 6月30日（金）

九段中等教育学校 6月26日（月）

.................................................................................... 

ー
プ
テ
ィ
教
室」

を
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
児
童

•

生
徒
へ
の
指
導
の
実
際

を
公
開
し
、
そ
の
後
、
保
護
者

・
地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
や
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
と
い
う
二
部
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。

開
催
予
定
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
皆
様
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
◆
◆
 

「
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
」

「
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
」
は
、
道
徳
授

業
の
充
実
と
、

学
校

・
家
庭

・
地
域
社
会
の
連

携
に
よ
る
道
徳
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
ね

ら

い
と
し
て
い

ま
す
。
平
成

14
年
度
か
ら
全

小

・
中
学
校
を
会
場
に
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

◆
◆
◆
 

「
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
」

「
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室」

と
は
、
各
学
校
に
お

い
て
、

野
視
庁
職
員
等
の
協
力
に
よ
り
非
行

・

犯
罪
被
害
防
止
の
方
法
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
、

学
校

・
家
庭

・
地
域

社
会
の
連
携
に
よ

り
「
児
童

•

生
徒
を
犯
罪
か

ら
守
る
と
と
も
に
非
行
防
止
を
図
る
取
組
」
を

推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

平成18年度区立学校（園）の運動会日程

開催日 校 名 雨天の場合

9月23日（土）
麹町幼・小 9月24日（日）

番町幼・小 9月24日（日）

九段幼・小 9月30日（土）

お茶の水幼・小 9月30日（土）

9月24日（日）
昌平幼・小 雨天決行

いずみこども園

和泉小学校
9月30日（土）

麹町中学校 9月25日（月）
l 

富士見幼・小 10月1日（日）

9月30日（土） 千代田幼・小 10月1日（日）

神田一橋中学校 10月1日（日）

7
 

6
 



•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ． ．  ． ．  ・⑧ 緊急時の連絡先は、小学校とする。このため、学校職員は、夜7時まで待機する。 • 

・⑨ 生活環境パ トロール員は、下校時に合わせ、 2名体制で学校周辺を巡回しする。 ● ． ．  ・⑩ 安全•安心パト ロー）レ車は、毎日、登下校時、学校周辺を中心に巡回する 。 • 

● ⑪ 区職員及び教職晨は、勤務中に公務で外出する際には、 「子どもの安全パ トロー）レ腕章」を付け、 ● ． ．  ・ 見守リ体制を率先する。 • 
● ⑫ 保護者は、学校に来る際、 「子どもの安全パ トロール腕章」を付ける。 ● ． ．  ．．  
• (4)啓発活動 ・
・⑬ 子ども安全対策を推進するため、年3回程度、 「全校一斉の啓発パ トロール」を実施する。 • ．．  ・⑭ 啓発ポスターについては、公共掲示板、 町会掲示板等の他、子ども110番の家登録者、保護者、 ● 

・ 町会員、民生 ・児童委員宅等に配布し貼り出してもらう。 ● ． ．  ・⑮ 保護者を中心に自転車かご用「子どもの安全パトロール」啓発グッズを配布する。 • ．．  
: (5)情報連絡通報体制 ： 
• ⑯ 「子ども安全安心メール」による安全安心に関する情報を携帯のメールによって提供していく。 • 

・ なお、情報提供内容等については子ども110番との連携のもと行っていく。 ・
•• • ⑰ 安全安心ネットワーク （新聞専売所、郵便局、牛乳敗売店、宅配便等）による通報体制を実施 ● 

・ する。このほか 、福祉タクシー風ぐるま 、ビル管理者、食品衛生 ・環境衛生等関係団体による． ・ 通報体制を整備していく。

・⑱ ワンワンパトロールとして、犬用ワッペン等を飼い主に配布し、通報体制を整備する。． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． •••••• 

．
 

(6)学校事業

⑲ 学校においては、セーフティ教室・スクールサポーターなどの事業を随時実施・活用していく。

| 2 児童館（アフタースクールを含む） I 

(1)帰宅方法

① 午後5時以前に帰宅する児童については、グ）レープで帰宅させることとする。

② グ）レープでの帰宅は 、予め、児童館等において 、各児童の「帰宅経路」及び「グ）レープメンバ

ー」を指定し実施していく。

③ 午後7時まで延長して在館する児童については、児童館保護者会が中心となって、保護者間の協

カ体制を整借し見守リを行っていく。

(2)支援体制

④ 保護者や児童館職員による児菫の見守リ対策など児童館等の安全対策を支援するため、シルバ

一人材センター協力員を1館1名程度必要に応じて確保していく。． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ........... •·•....... •·•........... •·•....... 

| 3 実施時期 ' | 

地域、保護者、学校による児童の見守りは、 6月から実施する。

なお、これまで実施してきた取リ組みは引き続き推進していく。

お問い合わせ 教育総務課 5211-4352 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ，
 

．．．． 
，●

●

●

 

.... •-•................ •·• •·• •·• •-•. •·•...... •-•. 

●子ともの安全•安心対策●

・千代田区では子ともの安全対策をまとめ、 6月から実施します。これは、区と地域、 ． 
• 保護者、学校がいっしょになって、子ともの安全・地域の安全を守っていく取り組みで • 

・す。具体的には、各小学校ごとに定めた通学区域内の見守りスポットにおいて、下校時 • 

• に合わせ保護者と地域の方々がいっしょになって、子ともたちの見守り活動（ちよだま • ・ちかど見守り隊）を実施します。

• この取り組みを患の長いものとして成就するには、地域、保護者の方々のご協力が欠 ・｀ かせません。ご理解とご協力をお願いします。

｀子ともの安全対策◇集〉

] 1 ]晨夏喜言言誓亨こ口］］
• Ill日．墨a．I！ :-.
• (1)活動主体

・① 小学校の安全•安心の取リ組み内容は 、 小学校毎に設置した 「学校運営連絡会」等において 、 ． 
● 見守リ体制、通学路の点検、安全マップの作製など、子どもの安全対策について検討し作成す • 

・② 学校運営連絡会等において作成された貝体策は 、地域で構成する「ちよだまちかど見守リ隊」 ． 
・ の活動を中心に進めて行く。

• (2)見守り体制

・③ 通学路上については、保護者、町会、民生 ・児童委員 、大学生等が指定された見守リスポット

• において見守リを行う。

④ 町会、民生 ・児童委員等 （保護者、大学生を除く） の協力者は名簿登録を行い、予め通学路上

● の見守り場所及び時間を決め、指定された場所において見守リを行ってもらう。 これらの取リ ・
・ まとめは、出張所長が行う。

・⑤ 大学生のボランティアについては、町会等と同様とするが、登録事務等は政策経営部総務課に • 

● ぉいて行い、その後、出張所長に委ねる。

・⑥ 児童は、下校時、通学路上の了解を得られた商店等に声かけを行う。このため、各学校は子ど

• も110番登録者宅や商店等を事前に児童に周知し 、下校時に児童から声かけ等を行う。

．．．．．． 

(3)支援体制

⑦ シルバー人材センターは、上記の見守り体制を補完する対策として、1校当たり3名程度 (1名2

時間）とする。

• • · • ●●  ● ● ● ● ● ●-..............  ．． 

●

●
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▲新入園児をお部屋まで連れていってあげます
一九段幼稚園一

▲待ちに待った入園式 楽しい幼稚園のはじまり
4月10日 ー昌平幼稚園一

▲一年生を迎える会みんな仲良< -富士見小学校一

▲地元一神町会の御神輿を地元の方と一緒に生徒・保
護者 ・教職員でかつぐ 一神田一橋中学校一

11 

▲こどもの日の集い みんなでかしわもちをいただき
ました。 一千代田幼稚園一

▲ユニセフ集会 国連ユニセフ事務局長アン ・ベネマ
ン氏来校、世界の子ども達のことについて交流を行
いました。 一麹町小学校＿

j 

▲入学式後はじめての授業 一昌平小学校一

• r・^ r1い出込立九段中等教

▲ 「第一回 入学式・編入学式」誓いの言葉では、新
しい学校生活に向けての決意が述べられました。
4月5日 ー九段中等教育学校一

（）  

夏 B祠が遠囮甚炉豆汎］
四番町歴史民俗資料館では、千代田区で所有するたくさんの

文化財に触れていただく機会を増やすために、数年前から千代

田小学校と昌平小学校内に展示場所を設けて、資料を公開して

きました。

このたび、新たに麹町出張所ロビーに展示コ ーナーを設置し、

また従来展示していた千代田小学校と昌平小学校の資料のリニ

ューアルを行い ましたので、合わせてご紹介いたします。

麹町出張所ロビーでは、これまで千代田区教育委員会が主体

となって遺跡発掘調査を行ってきた際に、麹町地域の武家屋敷

跡から出土した遺物と解説パネルを展示しています。特に、見

麹町出張所展示風景
（麹町2-8)

所は一番町遺跡から出土した弥生土器、 また紀尾井町遺跡から出土した縄文時代の石やじりで、区内での出

土率は高いものではありません。そのほか、旗本屋敷や大名屋

敷から出土した生活用品を展示しています。

また、千代田小学校内展示コ ーナー （地下2階 ・プールロビ

ー）では、岩本町一丁目遺跡から出土した遺物を中心に展示し

ています。ここの見所は、江戸時代の町屋の生活を窺わせる遺

物で、鍛冶炉などを始めとする生産に関わる出土品は区内では

千代田小学校展示風景

珍しいものです。その他、区内の遺跡調査の様子をパネルで紹

介しています。千代田小学校の展示は、 一般の方はプール一般

開放時のみご覧になれます。

（神田司町2-16) 昌平小学校 （地下1階）では、昭和初期から戦前までの暮らし

を再現しています。当時は、まだ電化製品が充分に普及しておらず、火鉢など炭を使用した生活用品が中心
ひのし

でした。ここでは、火炭斗や炭アイロンなどとともに、初期型の電化製品を展示しています。また、当時は

ちゃぶ台を囲んで食事をするのが一般的でしたが、最近では見られない風景 となりました。実際に資料に触

れることによ って、 当時の生活の様子や工夫を理解するき っか

けになればと思います。昌平小学校の展示は、原則として小学

生のための展示ですが、見学を希望する場合はご相談 ください。

また、 資料は展示替えをする場合がございますので、ご了承

ください。

このように限られたスペースでの資料公開ですが、身近なと

ころで千代田区の文化財に触れる機会を、これからも増やして

いくことによ って、歴史や文化に対する理解が深まることを願

っています。なお四番町歴史民俗資料館でも、常設展示や特別

展示を開催していますので、ぜひお立寄 りください。

テ代田区立四番町歴史民俗資料館
所在地：千代田区四番町1番地

電話番号： 3238-1139

HPアドレス： rekimin.city.chiyoda.tokyo.jp/ 

開館時間：月～土曜日 午前9時～午後7時

昌平小学校展示風景
（外神田3-4-7)

日曜、祝日 、12月29• 30日 午前9時～午後5時 （※ ただし、7・8月は、午前9時～午後7時）

休 館 日 ： 毎 月 第1日曜日 、12月31日、1月1~3日、特別整理期間
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「
い
つ
か
読
書
す
る
日
」
と
い
う

映
画
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

主
人
公
は
、
い
つ
か
ゆ
っ
く
り
読

書
で
き
る
日
を
夢
に
描
き
な
が
ら
、

読
み
た
い
本
を
買
い
、
多
忙
な
毎

日
を
過
ご
す
と
い
う
内
容
の
映
画
で
し
た
。

そ
の
主
人
公
と
同
じ
よ
う
に
、
私
に
も
、

「
定
年
に
な
っ
た
ら
」
と
思
っ
て
い
る
楽
し

み
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
―
つ
に
、
水
彩
画
を
楽
し
む
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
を
見
て
い
た
折
、

広
告
欄
に
「
定
年
後
の
水
彩
画
教
室
」
と
い

う
案
内
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
水
彩
画
教

室
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
二
日
間
で
行
う
と
い
う

内
容
で
す
。

「
場
所
が
近
い
」

「
料
金
も
安
い
」

「
画
材
は
す
べ
て
教
室
が
用
意
す
る
」

な
ど
、
受
講
者
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い

よ
う
な
好
条
件
で
す
。
さ
ら
に
決
定
的
な
文

章
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
ま
っ
た
＜

初
め
て
の
方
で
も
、

一
年
後
に
は
、
展
覧
会

に
作
品
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
殺

し
文
旬
で
す
。

ー
も
二
も
な
く
早
速
飛
び
つ
き
ま
し
た
。

二
日
間
の
内
容
は
、

〇
鉛
箪
の
削
り
方

0
画
板
の
角
度
や
絵
箪
の
持
ち
方

0
彩
色
の
技
法

’ 

な
ど
で
す
。

手
軽
に
水
彩
画
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
持

ち
運
び
し
や
す
く
、
軽
便
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
鉛
箪

一
本
だ
け
を

使
い
、
何
種
類
も
の
太
さ
に
描
き
分
け
る
技

法
を
教
わ
り
ま
す
。
講
師
の
先
生
は
、
そ
の

技
法
を
数
回
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。
説
明

が
終
わ
る
と
実
技
で
示
し
ま
す
。
見
え
る
位

置
ま
で
足
を
運
ぶ
よ
う
に
声
が
か
か
り
ま
す
。

受
講
者
が
実
技
の
最
中
は
、
実
に
細
か
い

観
察
で
見
て
回
り
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
や

っ
て
見
せ
ま
す
。
話
で
理
解
し
、
見
て
習
い
、

削
っ
て
覚
え
ま
す
。
「
も
う
い
い
の
に
」
と

思
う
よ
う
な
こ
と
で
も
、
「
前
へ
出
て
見
て

き
ょ

想随

う
い
く

く
だ
さ
い
」
と
、
必
ず
声
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
九
割
方
で
き
て
い
る
プ

ロ
の
デ
ッ
サ
ン
の
、
残
り
の

一
割
ほ
ど
を
プ

ロ
並
み
に
完
成
す
る
よ
う
導
き
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
の
終
了
で
す
。
受
講
者
す
べ
て

が
プ
ロ
の
描
い
た
デ
ッ
サ
ン
に
ひ
け
を
と
ら

な
い
よ
う
な
い
い
線
が
描
か
れ
ま
す
。

水
の
使
い
方
の
指
導
も
み
ご
と
で
す
。
旅

先
で
十
分
な
水
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、

一

杯
の
水
で
描
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水

を
濁
り
に
く
く
す
る
た
め
の
基
本
的
な
技
能

を
繰
り
返
し
教
わ
り
ま
す
。
す
る
と
、
本
当

に
濁
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

鉛
筆
や
絵
箪
の
持
ち
方
、
彩
色
の
技
法
な

ど
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
、
思
う
こ
と
ば
か
り

で
す
。
時
に
は
、
「
も
っ
と
先
に
進
み
た
い
」

と
、
先
を
急
ぐ
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち
を
見
越
し
た
よ
う

に
、
実
に
丁
寧
に
基
礎
の
基
礎
を
繰
り
返
し

説
明
し
、
や
っ
て
見
せ
ま
す
。

学
ぶ
う
ち
に
、
年
若
い
講
師
の
先
生
が
、

だ
ん
だ
ん
ス
テ
キ
に
見
え
て
き
ま
す
。
不
思

議
な
も
の
で
す
。
そ
う
し
て
で
き
た
最
初
の

絵
は
、
自
宅
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

見
る
た
び
に
、
「
な
る
ほ
ど
」
と

思
い
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
、
不
登
校
、
非

行
な
ど
の
問
題
、
発
育
の
問
題
な
ど
お
子

さ
ん
の
こ
と
な
ら
何
で
も
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

◎
相
談
申
し
込
み

電
話
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
午
前
卜
時
＼
午
後
六
時

◎
相
談
日
時

毎
週
月
ー
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
十
時
＼
午
後
六
時

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
心
理
の
相
談
員
が
、
教
育
や
医
療
の
専

門
家
と
協
カ
・

述
携
し
て
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

教
脊
研
究
所
教
育
相
談
部
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千
代
田
区
教
育
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で

は
、
皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見

・
ご
感
想
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

次
号
か
け
は
し
7
5
号
は
、

行
予
定
で
す
。

7
月
中
旬
の
発

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
七
十
四
号

平
成
十
八
年
五
月
＝
＿
十
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
6
番
11号

6
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
0
3
(
5
2
l
l
)
4
3
5
2
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